
　
民
間
の
優
れ
た
経
営
理
念
や
経

営
手
法
な
ど
を
取
り
入
れ
て
業
務

の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
市
民
満

足
度
の
向
上
を
図
る
行
政
の
運
営

を
「
行
政
経
営
」
と
言
い
ま
す
。

「
行
政
経
営
プ
ラ
ン
」
は
、
富
士

市
の
行
政
経
営
の
基
本
的
方
向
性

を
定
め
た
も
の
で
す
。

行
政
経
営
プ
ラ
ン
と
は
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基
本
姿
勢

行
政
経
営
の
推
進
に
当
た
り
、
持

続
可
能
な
社
会
を
目
指
す「
S
D
G
s

の
理
念
」
を
導
入
し
ま
す
。
経
済
・

社
会
・
環
境
の
三
側
面
を
意
識
し
た

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
急
速
に
進

化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
行

政
経
営
の
新
た
な
有
効
手
段
と
捉
え
、

「
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
推
進
」
に
向
け
た

取
組
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

「
質
が
高
く
柔
軟
な
行
政
経
営
」
を

効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に

　
重
点
項
目
・
主
要
事
項
を
設
定

し
、
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

重
点
項
目
１

　
経
営
資
源
の
確
保

主
要
事
項

①�

業
務
執
行
体
制
の
最
適
化（
職
員

配
置
の
適
正
化
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
よ
る
生
産
性
の
向
上　
な
ど
）

②�

民
間
活
力
導
入
の
推
進
（
業
務

委
託
の
推
進
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
民
営
化　
な
ど
）

③�

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
（
公
共
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
、
効
果

的
な
利
活
用　
な
ど
）

④�
新
た
な
収
入
源
の
確
保
（
新
た

な
使
用
料
、手
数
料
等
の
徴
収
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
等
に
よ
る

寄
附
額
の
拡
大　
な
ど
）

⑤�

安
定
し
た
健
全
財
政
の
維
持

（
市
税
等
の
収
納
率
の
維
持
向

上
、
未
利
用
財
産
の
処
分
・
利

活
用　
な
ど
）

重
点
項
目
２

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

主
要
事
項

①�

市
民
の
利
便
性
の
向
上（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
の
推
進
、
業
務
改
善

運
動
の
推
進　
な
ど
）

②�

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
有
効
活
用
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
向
上（
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
の
活
用　
な
ど
）

③�

大
都
市
制
度
、
広
域
連
携
に
よ

る
都
市
機
能
の
強
化
（
中
核
市

制
度
へ
の
対
応
、
周
辺
自
治
体

と
の
連
携
強
化
）

重
点
項
目
３

　

�

組
織
の
活
性
化
・
適
正
化

主
要
事
項

①�

人
事・給
与
制
度
の
適
正
化（
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
人
事
評
価

制
度
の
適
切
な
運
用　
な
ど
）

②�

多
様
な
主
体
の
参
画
（
市
民
協

働
事
業
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
活
用
と
育
成　
な
ど
）

③�

業
務
の
信
頼
性
、継
続
性
の
確
保

（
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、

内
部
統
制
の
強
化　
な
ど
）

④�

外
郭
団
体
の
見
直
し
（
外
郭
団

体
の
あ
り
方
の
整
理
）

人口減少・少子高齢化が進行し、厳しい行財政運営が求められる中、限ら
れた経営資源を効果的かつ効率的に活用し、「質が高く柔軟な行政経営」
を展開していくため、「第４次富士市行政経営プラン」を策定しました。
計画期間／令和４〜８年度

問合せ／行政経営課　☎55-2719　553-6669　Eso-gyousei@div.city.fuji.shizuoka.jp

第４次富士市行政経営プラン

基
本
理
念
・
基
本
方
針

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う

行
政
需
要
の
拡
大
や
市
民
ニ
ー
ズ

の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど
に
的
確

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
第
４
次

富
士
市
行
政
経
営
プ
ラ
ン
で
は
、

次
の
基
本
理
念
・
基
本
方
針
に
基

づ
き
行
政
経
営
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

自らを変革し、新たな価値を創造し、明確な使命と責任を
持って、市民満足度を最大化する行政経営

【基本理念】

基本方針 3
使命と責任

明
確
な
使
命
と
目
標
を
持
っ
て

成
果
を
追
求
し
、
社
会
的
責
任

を
果
た
す
行
政
経
営

基本方針 2
価値創造

市
民
志
向
を
ベ
ー
ス
に
戦
略
的

に
行
動
し
、
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
行
政
経
営

基本方針１
自己変革

時
代
の
要
請
に
応
え
、
社
会
環

境
に
柔
軟
に
対
応
し
、
常
に
自

ら
を
変
革
す
る
行
政
経
営


